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し 再生ペレットにして成形 じ 商品化 していま

す.製 造設備は リサイクルが進んでいる欧州製で

す。国産に比べ優れた能力があり、商品の質の向上

に繋かっています.

当社製品の
~フ

ァミリーパ ックJと いう再生ご

み袋は (lll)日本環境lF4会のエコマーク認定製品

で、県のリサイクル認定製品でもあります。

経営危機と生活クラブ生協との出会い

当社は 主にごみ袋を製造していましたが、90

年代後半からごみ袋の生lrはコストの安い海外へ

生産が移り 厳しい経営1人llとなっていました。

そうした中 東京の|1活クラブ生活協同組合から

牛乳のふた (オリエチレン製)の リサイクルの相談

を受けました.生 協では、牛乳のふたをリサイクル

した製品を開発したいとのニーズをlrっていました。

既存1女lfJでごみ袋への1'`Lが可能と判断 し 製

品化に取組みました.製 品化には5年の歳月を要し

ましたが この取組みがその後のさまざまなリサイ

クル製品開発の出発点となりました。

原料口違 ・販売は同一企撃

リサイクルがビジネスとして成立するために

は、リサイク,レ製品の販売先の確保が重要です。こ

のため、当社は廃ボリエチレンを有償で引取る代わ

りに、多くの排出企業に買い取って頂いています.

また 排出企業による廃ボリエチレンの徹底し

た分別が不可欠です.排 出企業に対しては、根気強

く分男1の指導を行っています。

リサイクル製品自体の課題として、元の色が残っ

てしまいパージン製品に比べ見栄えが良くないこ

とが挙げられます。しかし、その色こそがリサイク

ルした証でもありますので、貿い取っていただく企

業には理解してもらっています。

相林事業を実施

県r/1には多くの農業用ハウスがありますが、使

,Hされるポリエチレン製ビニールはほとんど理め

立てもしくは焼却処分されています。

そこで 地域循環型リサイクルヘの取組みとし

て、農業用ビニールによるごみ袋の製造を始めまし

た。強度の高いごみ袋なので 「農強グストパック」

と名付
"す

、販売 しています。

この製皐は、LCA(ラ イフ サイクル アセス

メント)を 行い、製造1寺のC02ツ‖‖景を算出しまし

た。バージン原料のごみ袋製造に比べ CO"｀ 65%

削l減されており 袋にカーボンフットプリントとし

て、C02の 排出驚を明記しています.

また、今年の 3月 から石 Vl市でll林1'業を行っ

ています。この植林は 限 強ダストパック」の製造

でり「は1されたC02を III林した本に吸収してもらい、

炭素の穴埋めをすること (カーボンオフセット)が

日17です。

環境晨への出晨などにより取引先を開拓

ポリエチレン製品は様々な場所で広く利用され

ており 今後も廃ポリエチレンのリサイクルニーズ

は大きいと思います。当社周辺の企業との取引拡大

を進めている他 各地で開催される環境展への出

展、環境シンボジウムの主llなどを通じて 取引先

の開拓を図っています。

当社は リサイクル企業であると同1寺にC02の 排

汁1企業であることを強く意識しています。今後も

IIF林をはじめきまざまな取組みを行うことによっ

て、地域循環型リサイクルに貢献していきたいと考

えています。

ポリエテレン成形工嘔
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